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～生徒総会（学友会計画総会）が開催されました。～ 
  
５月９日（木）生徒総会が開催されました。附属長岡中の総会のすごさは、会員から出される質問の

多さと質の高さ。例えば、「〇〇委員会の～～という活動は、自分ならばこんなことができると思うのだ

が、具体的には何をしようと考えているのか」など、自分なりの提案を添えて質問する姿や、「SDGsの視

点や支出金額の多さという視点から見ると、この活動はもっとこのような形の方が良いのではないか」

など、社会情勢を意識したり、予算の使い方の妥当性を問うたりする姿も見られました。出された質問

数は約 150。紙面での回答となったものが多数でしたが、会員全員で協議・共有し、良いスタートが切れ

ました。１年間の生徒会活動を決める「計画総会」と位置付けられるこの総会で、附中生のすごさをま

た一つ実感することができました。 

 この会で決定した各計画に基づき、今年度の学友会の活動が展開されていきます。いずれの活動にお

いても、計画総会で見られたような主体的な姿が見られることを期待しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【厳粛な雰囲気の中、計画総会が行われました】 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
【司会を務めた議長団】      【ずらり並んだ質問者】       【採決の様子】 

 



～大運動会開催！～ 

 ５/18（土）、晴天の下、大運動会を無事開催することができました。５月とは思えない暑さの中でし

たが、それよりもはるかに熱い運動会を生徒たちは繰り広げました。保護者の皆様からも多数ご来場い

ただき、ありがとうございました。皆様の応援が、生徒たちにとって大きな励みになり、練習以上のパ

フォーマンスを見せてくれました。 

応援合戦は、前日の練習ではまだまだ未完成な印象でしたが、当日は両軍とも息の合った、迫力ある

素晴らしいパフォーマンスを見せてくれました。 

毎年運動会では、伝統的に受け継がれてきたものを大切にしながらも、実行委員を中心に新たな趣向

を取り入れています。閉会式の結果発表では、ただ結果を伝えるだけでなく、生徒全員を楽しませつつ、

ハラハラドキドキさせるようなアトラクションが行われるなど工夫がありました。 

閉会式での運動会実行委員長、両団長の言葉には、やり切った充実感と、周囲の様々な人への感謝が

あふれていました。また最後の解団式では、両軍が入り混じって校歌を大合唱し、軍を超えて運動会の

成功を喜ぶ姿が見られました。はじけるような生徒たちの笑顔や、感動の涙を見て、我々教職員も元気

と感動をもらえた一日となりました！  

 

 

 

 

 

 

【一学年種目】        【二学年種目】          【三学年種目】 

  

 

 

 

 

 

【応援合戦の様子（赤軍）】            【応援合戦の様子（白軍）】 

 

 

 

 

 

 

【女子団体種目】       【男子団体種目】   【赤白が互いをたたえ合った解団式】 

 

 

 

 

       

←生徒玄関前のホワイトボードに

は、両軍のパネルのキャラクター

と、運動会に臨む多くの生徒のメッ

セージが書かれていました 



～校園合同引き渡し訓練！～ 

 23 日（木）に、校園合同引き渡し訓練が行われました。今回は、「信濃川早期警戒情報」が発令され、

車等での区域外への自主避難が求められる状況を想定した訓練でした。このような場合、学校では直ち

に保護者の皆様への引き渡しを実現したいと考えています。 

近年の天候の状況を考えると、いつ大雨に見舞われるかわかりません。また、今回の訓練のような引

き渡しは、地震などその他災害の時にも必要となる可能性があります。今回の訓練で、学校として普段

どのような備えが必要なのか、いざというときにどのような体制でどのように動けばよいのかを確認す

ることができました。保護者の皆様におかれましては、ご多用の中訓練にご協力いただき、ありがとう

ございました。 

☆車で移動される方へ 

学校とご家庭の間で、次のような場所に注意を向けてみてください。 

 ①川の近くを通る（川があふれることがあるかもしれません。） 

 ②橋を渡る（川の水位が増すと、橋が渡れなくなるかもしれません。流される危険も。） 

 ③低い土地を通る（川から離れていても、雨水や川からあふれ出た水で浸水する危険があります。） 

                  ※新潟大学危機管理センター 田村圭子教授より 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者が迎えに来た生徒から順次引き渡しを行い、下校しました。】 

 

 

 

 

 

 

 

【教室が１階の１年生はまず３階食堂に避難し、自習をしながら保護者の迎えを待ちました。】 

 

 

 

 

 

 

【グラウンドに駐車していただきました。安全にご配慮いただき、ありがとうございました。】 
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